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た 19歳女性に対する S-HTPのフィードバックおよびフォローアップの事例，第 16章では精
神科に医療保護入院した統合失調症疑いの 19歳女性に対する無彩色‐彩色による２枚法の実
施とフィードバックの事例，さらに第 17章では，摂食障害の 30代女性に対する S-HTPの応
用事例が取り上げられている。いずれも，S-HTPのフィードバックが，描き手の問題の整理や
改善に役立つものであることが報告された。これは，S-HTPという技法が治療的に機能するこ
とを示唆している。 
第 18章および第 19章は本論文全体を総括し，その課題が整理されるとともに，今後の展望
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が示される。ここでは，適切に分析・解釈された S-HTPは，有効なアセスメント手段となる
ばかりでなく，治療的な意味をもつことが改めて強調される。さらに，本研究で得られた知見
を様々な臨床場面に一般化しうるかを検証すべく，今後は事例研究等の積み重ねが肝要である
と締めくくられる。 
 
５ 論文の特質 
本論文の特質は以下のようにまとめることができる。 
（１）論文全体の構成を俯瞰してみると，量的研究，質的研究，事例研究という多様な研究ア
プローチがバランスよく含まれており，S-HTPの分析・解釈方略に関する基礎研究に始
まり，その臨床場面への応用研究までを包含した，S-HTPの総合的な研究となっている
こと。 
（２）S-HTPの分析において，もっとも困難とされ，客観性を保つことが難しいとされてきた
「統合性の判定」に関して，分析を困難にさせる要因を特定し，分析の信頼性を高める
ための方策を提案したこと。加えて，従来の研究が不健康な指標としてきた「人」の簡
略化表現（例えばスティック・フィギュア）には，健康で肯定的な意味が含まれている
ことを実証的に突き止めたこと。 
（３）時系列による S-HTPの表現の変化をみる「２枚実施法」，色彩による表現を導入した「彩
色法」，さらには従来の無彩色描画と彩色法とを組み合わせた「無彩色‐彩色バッテリー
法」など，従来の S-HTP にはなかった新たな方法を提案し，その臨床的意義を検討し
たこと。 
（４）S-HTPをアセスメント法だけに留めずに，臨床心理学的援助の一技法として積極的に応
用したこと。さらに，その際の効果を質的研究ならびに複数の臨床事例に適用した事例
研究から実証的に検討したこと。 
 
６ 論文の評価 
前節にも示したとおり，論文全体の構成に着目すると，その中には量的研究，質的研究，事
例研究といった様々な研究アプローチが含まれている。一つの方法論だけに拘るのではなく，
多様な研究アプローチを駆使したことが本論文に広がりと奥行きを与えている。この柔軟な研
究スタイルが，S-HTPの分析・解釈における基礎的な方略から，それを援助の一環として応用
した際の効果に至るまで，幅広くかつ奥深く検討することを可能にした。これは高い評価に値
するものである。 
本論文の貢献を個々に論じる。まず，S-HTP 表現の評価に際して，「統合性の判定」の信頼
性を高める方策を提言したことを取り上げる。判定の信頼性を高めることは，アセスメント法
としての地位を確固たるものにするためには避けては通れない道である。その意味で，本論文
は，アセスメント法としての S-HTP の発展に大きく寄与している。次に「人」の簡略化表現
に健康で適応的な意味を見出したことに注目したい。それは，従来の研究がまったく指摘して
こなかったことである。しかしながら，簡略化表現の意味の探究は現代の描画表現を適切に理
解するためには欠かせない試みといえよう。さらに，「２枚実施法」，「無彩色－彩色バッテリー
法」の提案にも大きな意味がある。というのも，これはアセスメント法としての S-HTP の用
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途をさらに広げるのに資する提案といえるからである。これらに加えて，本論文の数々の試み
の中でも特に白眉といえるのが，臨床心理学的援助の一環として，S-HTPを積極的に応用した
点である。もちろん，ただ応用したということが評価に値するのではない。S-HTPのフィード
バックが一定の効果を持つことを，インタビュー調査の分析のみならず事例研究を通して実証
したことが，援助技法としての S-HTP を確立するうえで，きわめて意義深い貢献であると言
えよう。 
一方，新たな方法として提案された「２枚実施法」（無彩色法による S-HTPを２回連続施行
する方法）については，そのアセスメント面の意義や治療面の効果が，臨床事例などを通して，
必ずしも十分に検証されているわけではない。それはやや不満の残る点であった。とは言って
も，このことが本論文全体の価値を低めるものではない。少なくとも，S-HTPとして一般に浸
透している原法については，その分析・解釈法の精緻化が実証的になされ，臨床事例への応用
の効果についても妥当な検討がなされていると判断できるからである。本論文が積み残した課
題，すなわち新たに提案された「２枚実施法」の効果の検討は，今後さらに臨床場面でのデー
タを積み重ねて，地道に進めていくことを期待したい。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，文学研究科において必要な研究指導を受けたうえで提出されたものであ
り，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したの
で，博士（人間学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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